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1. 開催概要

I. 実施概要

日時：2014年7月4日(土)  10:30-20:30

会場：尼崎市中小企業センター(兵庫県尼崎市昭和通2-6-68)会場：尼崎市中小企業センタ (兵庫県尼崎市昭和通2 6 68) 

大会参加者合計：250 名大会参加者合計：250 名
学生：180 名

ファカルティ・大学関係者：20 名ファカルティ・大学関係者：20 名

スポンサー・ビジネス関係者：40名

アルムナイ：10名アルムナイ 名

ジャッジ： 43 名
初戦ジャッジ：29 名初戦ジャッジ：29 名

決勝ジャッジ： 14 名
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参加大学



リーグリ グ

リーグ 1：京都大学 関西学院大学西宮上ケ原キャンパス 兵庫県立大学
リーグ 2：沖縄県立芸術大学 石巻専修大学 東海大学 金沢美術工芸大学
リーグ 3：琉球大学 大阪商業大学 大阪経済法科大学 関西学院大学神戸三田キャンパス
リーグ 4：早稲田大学 龍谷大学 沖縄国際大学

(プレゼンテーション順 ) 

初参加校：東海大学 金沢美術工芸大学 龍谷大学 大阪経済法科大学 沖縄県立芸術大学

結果

優 勝 ： 琉球大学
準優勝 ： 金沢美術工芸大学準優勝 沢美術 芸大学
3位入賞 ： 龍谷大学
4位入賞 ： 関西学院大学 西宮上ヶ原キャンパス

ハイライト

htt // t b / t h? 3b QQkI j （ハイライト動画）https://www.youtube.com/watch?v=3bpQQkIgjng（ハイライト動画）
https://goo.gl/am6ncQ （写真 facebookアルバム）
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2015年度統計 (2014年7月6日〜2015年7月3日) 

Enactus Japan アクティブ学生：200人
バ ザファカルティーアドバイザー： 24人

ビジネスアドバイザリーボード：34人
大学総数：23大学大学総数：23大学
活動時間：57,300h
事業規模：130,484ドル (15,762,467円)事業規模 , ドル ( , , 円)
直接インパクトを与えた人数： 23,220人
間接的にインパクトを与えた人数：1,508,950人以上
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II.協賛・協力
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協賛
KPMG ジャパン あずさ監査法人
前田建設工業株式会社
花王株式会社
C k J 株式会社Cook Japan 株式会社
カンケンテクノ株式会社
アイウェイズ株式会社
サンネット株式会社サンネット株式会社
ロープス株式会社
特定非営利活動法人ソーシャル・デザイン・ファンド
株式会社朝日エル
株式会社ル ツ株式会社ルーツ

協力協力
ホテルカデンツァ光が丘
琉球ガラス工芸恊業組合
株式会社ファーストリテイリング
株式会社ブルーオーシャンズ
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III.ジャッジ協力

初戦ジャッジ

川喜多 由博 様
二階堂 薫 様

三宅 智章 様
藤永 晴人 様

八木 俊匡 様
浅野 令子 様階 薫 様

島袋 大地 様
竹村 翔太 様
田中 雄隆 様

藤永 晴 様
堺 昭生 様
谷家 優子 様
水田 瑞穂 様

浅野 令子 様
塚本 幸徳 様
大脇 巧己 様
与那嶺 学 様田中 雄隆 様

有井 安仁 様
黒田 泰斗 様
和田 武大 様

水田 瑞穂 様
井坂 隆之 様
芝 眞理子 様
濱田 格子 様

与那嶺 学 様
井上 智之 様
菊池 信孝 様
押谷 衣里子 様和田 武大 様

岡村 光浩 様
濱田 格子 様
岸田 かおる 様
寺本 弘伸 様

押谷 衣里子 様
生島 正 様
篠原 加奈恵 様
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III.ジャッジ協力

決勝ジャッジ

山中 知行 様 KPMGジャパン あずさ監査法人
山口 由紀恵 様 Cook Japan株式会社
遠山 功 様 アイウ イズ株式会社遠山 功 様 アイウェイズ株式会社
輿古田 清順 様 ロープス株式会社
中安 豪 様 ロバストジャパン株式会社
片 勉 様 株式会社特 協製作所片山 勉 様 株式会社特発三協製作所
加賀 澤一 様 ジェイカス株式会社
木田 聖子 様 株式会社チャイルドハート
奥野 克哉 様 株式会社オクノ
澤内 辰夫 様 NPO法人ソーシャルデザインファンド
畑本 康介 様 NPO法人ひと・まち・あーと畑本 康介 様 NPO法人ひと まち あ と
池谷 徹 様 一般社団法人Face to Fukushi
能島 祐介 様 NPO法人ブレインヒューマニティ
木内 孝 様 株式会社イースクエア木内 孝 様 株式会社イ スクエア
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2. 大会の様子

I. オープニングラウンド

7月4日(土) 、Enactus Japan国内大会参加大学14校が、 尼崎市中小企業センターに集合しました。
オープニングセレモニーでは2014年ナショナルチャンピオンの兵庫県立大学のメンバーから、
北京ワールドカップ2015での経験やそこから得たものを発表しました。
その後、滋賀大学・神戸大学・京都大学より5分間で、これから始動するプロジェクトの意気込みと計画に
対するプレゼンテーションが行われました対するプレゼンテーションが行われました。
初戦では、4つのリーグに分かれて行われ、プレゼンテーションな活動内容をもとに、決勝進出する1大学
を決定します。
リーグやプレゼンテーション順番を決める抽選の呼びかけは、KPMG/あずさ監査法人の山中知行様に行っ
ていただきました。
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リーグ 1 リーグコーディネーター： 宮里 大八

京都大学
日本最高峰の伝統文化を守るプロジ クト日本最高峰の伝統文化を守るプロジェクト
Japan Style 
絶滅危惧する『日本最高峰の伝統文化』は、海外ではとても評価が高い。
廃業していく老舗職人らの生業を守りたく、ビジネス手法や告知で保全を目指す。

関西学院大学 西宮上ヶ原キャンパス

限界集落活性化プロジェクト
三重県松阪市飯高町波瀬はいわゆる限界集落である。地域に唯一ある小学校は休校、
住民からは地域に対してのネガティ ブな声が多く上がり、地域の活力は衰退しつつあった。
そこで休校となった小学校や、休耕田、などの地域資源を活かした活動を行い、住民が地域
の魅力に気づき 活力をとりもどす とを目的とした活動を行うの魅力に気づき、活力をとりもどすことを目的とした活動を行う。

兵庫県立大学 姫路環境人間キャンパス

若者の力で、地域の元気スイッチ ON ! プロジェクト
山 里 海が豊かな播磨地域には 知恵と経験が豊富な高齢者の力や 地域で大事にはぐくんできた山・里・海が豊かな播磨地域には、知恵と経験が豊富な高齢者の力や、地域で大事にはぐくんできた
地域の伝統・資源が多数眠っている。それらを、若者の行動力で掘り起こし、地域住民を巻き込んだ
ビジネスに高めることで、高齢者の更なるやる気スイッチを発見し、地域の人々を笑顔に、そして元気
にするプロジェクト。

11



リーグ 2 リーグコーディネーター： 野中 光

沖縄県立芸術大学
彫刻つくるんちゅ彫刻つくるんちゅ
私たちはテラコッタ彫刻の設置を、村の花咲爺会と共に行ってきています。
地域づくりへの協力活動です。

石巻専修大学石巻専修大学
復興ボランティア学ワークショップ
東日本大震災の復興支援活動を知ることを通して、復興や地 域防災について考える場である。
復興ボランティア学は石巻 専修大学が復興の先進事例を学ぶために支援活動のリーダー を招いて
実施している講座。ワークショップで復興や防災に 対し、貢献できる行動について考える。

東海大学
Japan Community Development Association 
「Japan Community Development Association (JCDA) は東海大 学チャレンジセンターに属する
プロジェクトです。バングラ ディッシュ中北部に位置するドバウラという村に住む「ガロ」 と
呼ばれる民族の文化継承及び教育支援、現地女性の雇用創 出のための商品開発を行うとともに、
国際協力を職として考 える学生のための国際協力実務研修を実施しています。

金沢美術工芸大学
N j tN-project 
「若者が能登も農業も日本酒も盛り上げる!」をコンセプトに、石川県を拠点として活動している
プロジェクトです。学生が、地元のお米農家と酒蔵と連携し米作りからはじめお酒の仕込み、
ラベルデザインまでを行い日本酒をプロデュース。その日本酒に想いを託し、能登と農業と日本酒
の良さを若者にむけて発信しています。
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リーグ 3 リーグコーディネーター： 中谷 牧子

琉球大学
沖縄修学旅行プログラム沖縄修学旅行プログラム
学校現場における、生徒が抱える「学びの機会の損失」という課題に対して、教育旅行(修学旅行)
というソリューションを用いて解決する。教員が学校の行事やカリキュラム、授業準備などに追われ、
なかなか新しい学びや事へ挑戦する時間がなく、生徒へ新しい学びを提供できていない。
その点に着目しEnactus Ryukyusでは、年間行事として時間が取られている修学旅行において、
Enactus Ryukusが教員の方々の要望ややりたい事をヒヤリングし、日々の授業とのつながりや、
修学旅行で訪れる土地(沖縄)の資源を活用して授業プログラムを開発し、実際に修学旅行で訪れた際に修学旅行で訪れる土地(沖縄)の資源を活用して授業プロク ラムを開発し、実際に修学旅行で訪れた際に
生徒へ「学びの機会」を提供している。学びの機関である学校現場においての「機会損失」に対する
解決策となるプロジェクトである。

大阪商業大学
プ京都保津川・献上鮎復活プロジェクト

かつて日本一の鮎と称され、皇室にも献上されていた京都保津川の天然遡上の鮎の復活を通じて、
内水面漁業の進行と河 川環境の再生に取り組む。

大阪経済法科大学大阪経済法科大学
河内木綿プロジェクト
本プロジェクトでは、地元八尾市の伝統品である「河内木綿」を学生の新しい発想で現代に新しい

伝統品としての復活を目指し活動しています。またプロジェクトを通じて、地域の方と交流を深め
河内木綿の普及のための取り組みを行っています。また、様々な企業や学校と連携し地域活性化の
ための企画を実施しています。

関西学院大学 神戸三田キャンパス
PAKS 
「フィリピンのパヤタス、カシグラハンという地域にあるごみ山周辺に住む女性たちが、ごみ拾いに
代わる安全で安定した収 入 が得られるよう支援している現地NGO/NPO法人SALT・PAYATAS (以下ソルト)
と連携して行うプロジェクト。ソルトは女性たちにタオルなどの雑貨に刺繍を施す仕事を提供し、
女性の収入向上を目指している。このプロジェクトでは、女性たちが製作した商品を 1週間かけて
自転車で関西圏を回り、各所で販売する。 13



リーグ 4 リーグコーディネーター： 薄井 大地

早稲田大学
アトム通貨プロジ クトアトム通貨プロジェクト
早稲田・高田馬場発祥の地域通貨である「アトム通貨」を用 いて、地域活性化・地域の再生など
を目的に活動しています。 地域通貨というツールを用いて、従来とは異なるアプローチ・ 視点で
地域づくりに取り組んでいます。

龍谷大学龍谷大学
伏見の「ほっとけない」と向き合うプロジェクト
学生が主体となって、教職員や地域の団体と共に課外で地域社会の課題解決に取り組む、
実践型プログラム。 対象地域は龍谷大学深草キャンパスがある京都市伏見区。学生が伏見区
の地域について学び、住民の方々と交流していく中で「ほっとけない」と感じた課題を自ら見つけ、
その解決に向けて活動している。

沖縄国際大学
ワカゲノイタリ村
若者主体の村づくりとして“ワカゲノイタリ村 ”を、約1500坪の敷地内にて実施予定。はじめに、
アースバッグ工法による「ゲストハウス」を建築し、次に多目的に使える場を目指したア スハ ッグ工法による「ゲストハウス」を建築し、次に多目的に使える場を目指した
「イベントスペース」を設置する。 最 後のステップとして、若者の意見を社会に反映させる
「若者議会」を発足し、ボトムアップ化する社会を創っていく。
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II.決勝

決勝の開会式では アイウ イズ株式会社 ロ プス株式会社

決勝開会式

決勝の開会式では、アイウェイズ株式会社、ロープス株式会社、
KPMG/あずさ監査法人、Cook Japan株式会社の順でスポンサー
プレゼンテーションから始まりました。
続いて、Cook Japan株式会社の山口 由紀恵様より、初戦を
勝ち抜いたチームをアナウンスしていただきました。
以下が、今年の決勝ラウンドへ進んだチームと、そのプレゼンの順番です。

1. 琉球大学 （リーグ3 1位）

2. 関西学院大学 西宮上ヶ原キャンパス （リーグ1 1位）関西学院大学 宮 ヶ原 （リ グ 位）

3. 龍谷大学 （リーグ4 1位）

4. 金沢美術工芸大学 （リーグ2 1位）
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閉会式

いよいよ表彰式です。会場に緊張がはしりました。

前田建設工業株式会社のお祝いのメッセージと共に前田建設工業株式会社のお祝いのメッセ ジと共に
準優勝チームの発表が行われました。

準優勝：金沢美術工芸大学
KPMGジャパン賞として「ワールドカップ2015・南ア
フリカ ヨ ネスブルグ視察費 がKPMG あずさ監査フリカ ヨハネスブルグ視察費」がKPMG あずさ監査
法人 後藤 研了様より授与されました。

さて、優勝校は、後藤様から審査の感想と共に発表
されました。

前田建設工業株式会社
メッセージ

（宮里大八が代読）

準優勝 金沢美術工芸大学

優勝：琉球大学

優勝校には、今年10月16-18日にかけて、南アフリカ
で開催されるEnactusワールドカップ2015に日本代表で開催されるEnactusワ ルドカップ2015に日本代表
として出場していただきます。

後藤 研了 様
優勝 琉球大学
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本年もEnactus Japan国内大会2015を無事に終えることができました。

ジャッジ、協賛各社ならびに担当各位、
多くの関係各位にこの場をかりて御礼申し上げます。

そして最後となりましたが、全ての大学の皆様に、そして最後となりましたが、全ての大学の皆様に、
素晴らしい活動をもってEnactusにご参加いただきましたことを
心より感謝申し上げます。

日程：10月14日– 10月16日 場所：南アフリカ共和国 ヨハネスブルグ
参加国：36カ国 日本代表：琉球大学

Enactus World Cup 2015 

代表
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